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２
０
１
１
年
10
月
29
日
開
催
の
定
例

理
事
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
と
も

な
う
理
事
長
選
任
が
協
議
さ
れ
、
新
し

く
八
田
英
二
理
事
が
理
事
長
と
し
て
同

日
付
就
任
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

八
田
理
事
長
は
、
大
学
長
を
務
め
て

５
期
15
年
目
と
な
り
、
２
０
１
２
年
度

に
は
、
教
学
体
制
の
再
構
築
を
根
幹
と

す
る
教
育
改
革
の
中
長
期
計
画
が
最
終

段
階
を
迎
え
ま
す
。
大
学
長
と
し
て
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、「
同
志

社
２
０
０
年
の
大
計
」
に
向
け
て
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学校法人同志社
新理事長に

八田英二氏が就任

【
新
理
事
長
の
略
歴
】

八
田　

英
二
（
は
っ
た　

え
い
じ
）
１
９
４
９
年
３
月
20
日
生

１
９
７
１
年
３
月　

同
志
社
大
学
経
済
学
部
卒
業

１
９
７
３
年
３
月　
　
　

同　
　

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
終
了

１
９
７
４
年
４
月　
　
　

同　
　

経
済
学
部
助
手

１
９
７
７
年
６
月　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
バ
ー
ク
レ
ー
校
）
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
学Ph.D

.

コ
ー
ス
修
了

１
９
８
５
年
４
月　

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授

１
９
９
６
年
４
月　
　
　

同　
　

経
済
学
部
長

１
９
９
８
年
４
月　

同
志
社
大
学
長
、
同
志
社
理
事

〜
現
在

　
　

学
位　

Ph.D
.

研
究
分
野　

産
業
組
織
論
、
計
量
経
済
学
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３
年
生
の
社
会
科
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
、
ネ
ッ
ト
上
の
資
料
の
み

に
頼
る
こ
と
は
不
可
と
い
う
点
以
外
は

自
由
と
い
う
条
件
で
、
グ
ル
ー
プ
発
表

の
課
題
を
行
っ
た
。
写
真
は
、「
自
動

販
売
機
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

グ
ル
ー
プ
の
様
子
。
自
販
機
の
着
ぐ
る

み
を
着
て
登
場
し
た
女
の
子
に
ク
ラ
ス

全
員
が
爆
笑
。
最
高
の
「
つ
か
み
」
で

発
表
が
始
ま
っ
た
。
後
で
聞
い
た
話
で

は
一
家
総
出
で
手
伝
い
、
当
日
は
母
親

が
車
で
着
ぐ
る
み
を
届
け
た
ほ
ど
の
気

合
の
入
り
ぶ
り
。
劇
を
交
え
な
が
ら
、

日
本
中
の
自
販
機
が
本
当
に
必
要
な
の

か
、「
節
電
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
問
題
提
起
し
た
こ

と
が
生
徒
の
間
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

生
徒
た
ち
が
訪
問
し
た
先
は
、
刑
務

所
、
裁
判
所
、
探
偵
事
務
所
、
児
童
相

談
所
、
関
西
電
力
京
都
支
店
、
法
律
事

務
所
、
市
役
所
、
病
院
、
な
ど
多
岐
に

及
ん
だ
。

　

生
徒
た
ち
は
、
教
師
か
ら
の
高
い
評

価
を
得
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
純

粋
に
調
べ
た
こ
と
を
一
生
懸
命
に
伝
え

よ
う
と
ひ
た
む
き
に
努
力
し
て
い
た
。

そ
れ
が
見
る
側
に
伝
わ
る
か
ら
こ
そ
、

教
室
空
間
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
「
学

び
の
空
間
」
が
実
現
し
た
と
い
え
る
。

　

発
表
後
に
、「
ど
う
だ
っ
た
？
」
と

聞
い
て
く
る
生
徒
は
お
ら
ず
、
生
徒
同

士
で
「
す
ご
か
っ
た
な
ぁ
」
や
「
負
け

へ
ん
で
！
」
と
い
っ
た
や
り
と
り
が
飛

び
交
っ
て
い
た
の
も
期
待
以
上
の
教
育

効
果
だ
っ
た
。
教
師
の
評
価
を
気
に
す

る
の
で
は
な
く
、聞
か
せ
た
い
聴
衆（
伝

え
た
い
相
手
）
か
ら
高
い
評
価
を
得
よ

う
と
し
た
の
だ
。

　

発
表
間
近
と
な
っ
た
日
の
昼
休
み
や

放
課
後
は
、
社
会
科
教
室
周
辺
で
小
道

具
を
作
成
す
る
者
や
発
表
原
稿
を
打
ち

合
わ
せ
る
者
な
ど
、
生
き
生
き
と
し
て

い
る
様
子
が
窺
え
た
。
教
科
専
用
の
空

間
を
持
っ
て
い
る
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式

だ
か
ら
こ
そ
の
風
景
だ
ろ
う
。

　

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
科
・
関
口
ゼ
ミ
で
は
、「
文

化
装
置
の
読
解
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

現
代
の
消
費
文
化
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て
、
多
様
な
ト
ピ
ッ
ク
の
分
析
を
通

し
た
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
理
論

的
な
学
び
だ
け
で
な
く
、
企
業
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
、「
仕
掛
け
る
」
立
場
か
ら
、
企
画
力
、

行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
目
標
で

あ
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
度
の
２
年

次
生
ゼ
ミ
に
お
い
て
Ｔ
Ｎ
Ｃ
ブ
ラ
イ
ダ

ル
サ
ー
ビ
ス
（
京
都
市
中
京
区
）
と
連

携
し
、
京
都
の
伝
統
産
業
の
活
性
化
や

京
文
化
の
掘
り
起
こ
し
を
目
的
に
、
現

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
婚
礼
プ
ラ
ン

を
企
画
立
案
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も

「
源
氏
物
語
」
や
「
京
く
ら
し
っ
く
」
等
、

多
様
な
テ
ー
マ
を
展
開
し
、
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
た
が
、
連
携
４
年
目
の

２
０
１
１
年
度
は
、
１
６
８
９
（
元
禄

２
）
年
創
業
の
半
兵
衛
麩
（
東
山
区
）

と
も
連
携
し
、
三
者
に
よ
る
新
機
軸
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。「
京
都
で

つ
な
ぐ
家
族
の
絆
」
を
主
題
に
、「
ふ

う
ふ
支
度
の
儀
」
と
題
し
た
企
画
を
完

成
さ
せ
、
２
０
１
２
年
２
月
よ
り
販
売

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

今
や
日
本
の
婚
礼
は
洋
風
化
が
進
む

一
方
、
結
納
の
よ
う
な
日
本
古
来
の
儀

式
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
昨
今

で
は
、
人
々
の
繋
が
り
が
求
め
ら
れ
、

日
本
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強

く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
婚
礼
に
お
い
て
も
、
家
族
の

「
絆
」
を
強
め
、
有
形
無
形
の
伝
統
文

化
に
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
工
夫

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
京
都
な
ら
で

は
の
様
々
な
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
儀
式

と
祝
い
麩
商
品
を
独
自
に
考
案
し
た
。

　

学
生
達
は
今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
伝
統
と
は
、
実
は
不
断
の
創
造
活

動
に
基
づ
く
「
文
化
の
仕
掛
け
」
な
の

だ
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
本
企
画

の
意
義
は
、
消
費
者
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

を
考
え
た
商
品
開
発
や
京
都
の
伝
統
文

化
・
産
業
の
振
興
と
い
う
当
初
の
目
的

に
留
ま
ら
ず
、
学
生
達
自
身
が
日
本
文

化
の
本
質
を
実
践
で
学
び
、
成
長
し
た

教
育
的
効
果
に
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

今
後
の
ゼ
ミ
で
も
「
文
化
装
置
」
を
多

角
的
に
読
み
解
く
試
み
を
継
続
し
て
ゆ

き
た
い
。

「伝統」という文化の「仕掛け」
─同志社女子大学・関口ゼミ
　　×TNCブライダルサービス×半兵衛麩
　　　　　　　　　婚礼企画プロジェクト─

関口英里　女子大学学芸学部准教授

「教科センター方式」となって１年
これからの授業のあり方

中学校・高等学校教諭　井口和之
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国
際
交
流
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
同
志
社
国
際
主
義
教
育
委

員
会
が
、
法
人
内
各
学
校
に
お
け
る
国

際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
貫
と
し
て
、

法
人
内
各
学
校
の
学
生
、
生
徒
が
国
際

交
流
や
国
際
問
題
に
関
す
る
考
え
を
発

表
す
る
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
16
回
目
と
な
る
２
０
１
１
年
度
は
、

「
21
世
紀
に
お
け
る
人
類
の
課
題
と
夢
」

も
し
く
は
「
国
際
交
流
と
私
の
将
来
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し

ま
し
た
。

　
「
国
際
交
流
」
と
い
う
と
、
留
学
体

験
や
外
国
文
化
に
触
れ
る
と
い
う
視
点

で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
１
歩
踏
み
込
ん
だ
多
彩
な
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
通
し
て
の
考

え
や
、
文
化
の
違
い
を
比
較
し
冷
静
に

自
ら
の
価
値
観
を
見
直
し
た
り
、
ま
た
、

海
外
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
日
本

で
の
国
際
的
な
仕
事
に
関
す
る
目
標
を

述
べ
る
と
い
っ
た
、
国
際
交
流
に
関
す

る
真
摯
な
思
い
や
夢
が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
委

員
会
の
厳
正
な
審
査
に
よ
り
受
賞
者
を

決
定
し
、
１
月
30
日
に
大
学
ク
ラ
ー
ク

記
念
館
ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い

て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
語
部

門
、
英
語
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に

対
し
て
、
大
谷
實
総
長
か
ら
表
彰
状
と

副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
２
月
13
日
、
第
１
６
９

回
新
島
襄
生
誕
記
念
会
が
学
校
法
人
同

志
社
、
同
志
社
校
友
会
、
同
志
社
同
窓

会
の
主
催
に
よ
り
、
同
志
社
新
島
会
館

大
研
修
室
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
参
加

者
が
集
い
、
新
島
襄
の
生
誕
を
祝
っ
た
。

生
誕
記
念
会
で
は
礼
拝
に
引
き
続
き
表

彰
が
行
わ
れ
、
新
島
研
究
論
文
賞
が
布

施
田
哲
也
氏
（
公
立
丹
南
病
院
副
病
院

長
）
に
、
新
島
研
究
功
績
賞
が
大
鉢
忠

氏
（
大
学
理
工
学
部
教
授
）
に
授
与
さ

れ
た
。
ま
た
、
新
島
襄
生
誕
記
念
懸
賞

論
文
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
中
学
校
の
部

で
は
、
奥
村
美
大
さ
ん
（
女
子
中
学
校

１
年
）、
高
等
学
校
の
部
で
は
、
生
嶋

眞
帆
さ
ん
（
国
際
高
等
学
校
３
年
）
に

最
優
秀
賞
が
、
他
14
名
の
方
に
優
秀
賞

と
佳
作
が
贈
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
新
島
研
究
論
文
賞
を
授
与

さ
れ
た
布
施
田
哲
也
氏
に
よ
り
「
新
島

襄
：
小
冊
子
と
の
出
会
い
と
持
病
に
つ

い
て
─
（
真
理
易
知
と
リ
ウ
マ
チ
ズ

ム
）」
の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
会
は
終
了
し
た
。

第169回
新島襄生誕記念会

第16回
国際交流に関する

エッセイコンテスト
法人部法人事務室

■ 日本語部門　入賞者
大学生の部
最優秀賞 浅尾　雅俊様（大学神学部4年）
優 秀 賞 本田　芙美様（大学商学部3年）
佳　　作 小野寺恵介様（大学スポーツ健康科学部4年）

高校生の部
最優秀賞 岡本　実樹様（高等学校2年）
優 秀 賞 伊藤　舞花様（高等学校1年）

佳　　作 森元　　茜様（高等学校1年）
山根久美子様（高等学校1年）

中学生の部
最優秀賞 岩本　　蘭様（中学校3年）
優 秀 賞 相山　由衣様（中学校3年）
佳　　作 中山　めぐ様（香里中学校2年）

■ 英語部門　入賞者
大学生の部
最優秀賞 該当作なし
優 秀 賞 クローチ　コートニ様（KCJSエモリー大学4年）
佳　　作 該当作なし

高校生の部
最優秀賞 斉藤　萌栄様（国際高等学校2年）

優 秀 賞 小阪裕里江様（高等学校3年）
豊住　京子様（国際高等学校3年）

佳　　作
森川　綾子様（国際高等学校3年）
中嶋　　瞳様（高等学校3年）
山崎　秀貴様（高等学校3年）

中学生の部
最優秀賞 水江　眞子様（国際中学校3年）

優 秀 賞

野間　亜未様（国際中学校1年）
福本　拓真様（国際中学校1年）
山口祐里瑛様（国際中学校1年）
森口　采美様（国際中学校1年）

佳　　作 田中　友渚様（中学校2年）
岡田　美奈様（国際中学校1年）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
２
０
１
３
年
大
河
ド
ラ
マ

『
八
重
の
桜
』
の
主
人
公
に
同
志
社
の

創
立
者
・
新
島
襄
の
妻
、
新
島
八
重
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、
２
０
１
１
年
11
月

６
日
に
学
校
法
人
同
志
社『
八
重
の
桜
』

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
同
志
社
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
八
重
さ
ん
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
後
、
学
校
法
人
同
志
社

の
広
報
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

　　

新
島
八
重
（
旧
姓　

山
本
）
は
、
会

津
藩
の
砲
術
指
南
の
家
に
生
ま
れ
、
明

治
の
初
め
に
戊
辰
戦
争
で
会
津
が
戦
場

と
な
っ
た
時
に
は
鶴
ヶ
城
に
立
て
籠
も

り
、
自
ら
女
な
が
ら
も
銃
を
指
導
し
戦

い
ま
し
た
。

　

襄
と
結
婚
し
て
か
ら
は
キ
リ
ス
ト
教

を
学
び
、
男
女
平
等
で
西
洋
式
の
生
活

を
夫
と
と
も
に
実
践
し
ま
す
。
襄
は
彼

女
の
人
柄
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
養

母
で
あ
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
人
に
「
彼
女

は
見
た
目
は
決
し
て
美
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
生
き
方
が
ハ
ン
サ
ム
な

の
で
す
」
と
、
自
ら
の
意
思
で
行
動
す

る
八
重
の
こ
と
を
絶
賛
す
る
手
紙
を
書

き
送
っ
て
い
ま
す
。

　

襄
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
篤
志
看
護
婦
と
し
て
、
ま
た
裏

千
家
の
茶
道
師
範
と
し
て
自
立
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
た

　

八
重
に
関
し
て
、
同
志
社
に
は
数
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ど
れ
も
が
、
八
重
の
凛
と
し
た
生

き
様
、
時
に
は
厳
し
く
頑
固
な
面
も
み

え
ま
す
が
、
内
に
秘
め
た
「
優
し
さ
」

と
「
聡
明
さ
」
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
に
、
襄
は
妻
に
自
ら
を

「
襄
」
と
呼
ば
せ
、自
ら
は
、八
重
を
「
八

重
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
新
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
誕
生
で
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
基
づ
き
、
創
立
者
・
新
島
襄
に
倣
っ

て
、
親
し
み
を
込
め
て
「
八
重
さ
ん
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
（
金
）、
寒
梅
館
ハ
ー
デ

ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
本
講
演
時
）

の
猪
木
武
徳
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

「
大
学
と
人
文
学
教
育
」
の
演
題
で
第

16
回
目
の
同
志
社
国
際
主
義
教
育
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
猪
木
氏
は
、
大
学
の
外
的
状

況
と
し
て
国
家
間
や
大
学
間
の
競
争
が

激
化
し
て
い
る
事
を
指
摘
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
趨
勢
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
長

期
的
な
視
点
か
ら
は
教
養
教
育
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う

制
度
は
実
際
的
な
知
識
を
重
ん
じ
、
教

養
を
軽
視
し
や
す
い
こ
と
、
具
体
的
に

は
、
選
抜
し
や
す
い
専
門
知
識
の
重
視
、

私
智
の
偏
重
、
定
型
的
な
知
識
に
重
き

を
置
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
世
界
的
で
あ
る

が
、
日
本
は
特
に
深
刻
で
あ
る
旨
、
紹

介
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
人
文
学
と
教
養
の
同
義
性

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、「
人
文
学
教
育

は
わ
れ
わ
れ
の
独
立
心
、
日
本
の
地
方

自
治
の
精
神
、
勇
気
あ
る
外
交
姿
勢
を

可
能
に
す
る
。
そ
の
意
味
で
人
文
学
は

善
き
社
会
、
善
き
国
家
の
基
礎
と
な
る

こ
と
」
を
強
調
さ
れ
、
講
演
を
結
ば
れ

た
。

　

当
日
は
、
一
般
市
民
、
学
生
、
教
職

員
な
ど
が
、
ご
自
身
の
経
験
を
交
え
た

猪
木
氏
の
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
盛
況
の

う
ち
に
講
演
会
を
終
了
し
た
。

同志社キャラクター
「八重さん」誕生

第16回　同志社
国際主義教育講演会

法人部法人事務室

※�「
八
重
さ
ん
」
は
、
学
校
法
人
同
志
社
１
０
０
％
出
資
会
社
「
株
式
会
社�

同
志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
」
の
商
標
で
す
。
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２
月
19
日（
日
）、
神
学
館
礼
拝
堂
に

お
い
て
、
第
１
回
目
と
な
る
同
志
社
中

学
生
・
高
校
生　
英
語
大
会
─
立
石
杯
─

R
ecitation &

 Speech C
ontest 

を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
同
志
社
法
人
内
中
学
校
・

高
等
学
校
で
は
、
立
石
信
雄
氏
か
ら
の

寄
付
金
（
立
石
フ
ァ
ン
ド
）
に
よ
り
、

英
語
能
力
の
向
上
を
図
り
、
国
際
社
会

に
貢
献
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
的
と

し
て
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
第
１
回
目

と
な
る
法
人
内
中
学
校
・
高
等
学
校
に

お
け
る
英
語
大
会
を
実
施
し
、
寄
付
者

で
あ
る
立
石
信
雄
氏
に
も
お
越
し
頂
き

ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
部
門
を
問
わ
ず
各
学
校

か
ら
３
名
ず
つ
を
選
出
し
、
当
日
は
、

中
学
生
の
部
（R

ecitation Section
）

Ｉ
部
門
（
海
外
在
住
、
留
学
経
験
通
算

１
年
以
上
の
者
が
対
象
）
３
名
・ 

Ｄ
部
門
（
Ｉ
部
門
以
外
が
対
象
）
９
名
、

高
校
生
の
部
（Speech

 Section

） 

Ｉ
部
門
４
名
・
Ｄ
部
門
８
名
の
計
24
名

が
出
場
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、

国
際
高
等
学
校
３
年
森
川
綾
子
さ
ん
の

「T
h

e T
ruth

 B
eh

in
d a R

ain
bow

 

N
ation

」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
を
含
め
１
５
０
名

を
越
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
中
高
生
に

よ
る
白
熱
し
たR

ecitation

とSpeech

に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第１回　同志社　中学生・高校生
英語大会─立石杯─
Recitation & Speech Contest
法人部法人事務室


